
里
て
致
仕
を
泊
ふ
停
は
山
町
知
行
白
金
留
を
嗣
子
に
趨
こ
る
。
昔
は
流
言
宗
で
、
山
裂
を
挑
桃
山
と
い
ふ
。
こ
一

イ
ン
チ
イ
ク
ヨ
ウ

院
内
接

鼠
歪
泌
西
院
内
の

=
る
も
の
と
、
そ
の

一
郎
を
健
医
科
と
し
て
保
留
を
裕
二
の
附
疋
古
へ
湖
水
で
あ
っ
た
時
間
耐
か
ら
相
悼
し
た

一
八
幡
枇
地
が
そ
の
減
祉
で
あ
る
と
い
ふ
。
越
奪
賀
三

一
ふ
も
の
と
あ
る
。
後
者
の
抱
今
に
在
つ
て
は
逝
去
の

一
と
い
ふ
安
産
の
業
を
出
す
と
あ
る
。

一
州
志
に
は
、
『
院
内
村
に
械
迩
有
て
.
山
聞
努
次
と
い

J
世
そ
の
致
仕
科
を
"凶
子
の
知
行
に
併
合
せ
ら
れ
る
。

一

イ
ン
ズ
イ
ジ

因
隆
寺

江
細
川
崎
4Veに
あ
っ
て
、
一
ふ
古
川
崎
引
の
州
、
文
化
十
四
年

ω良
部
出
せ
向
。
但

叉
特
伝
功
努
の
あ
っ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
知
行
Ar一郎

一
民
宗
取
慌
に
印
す
る
。
も
と
大
明
寺
川
制
成
告
の
米

一
四仲間
、
県
村
・能
川
村
・院
内
村
皆
川阿
川山
な
b
o
此
削

を
根
渡

L
て
、
別
に
昭
問
料
を
奥
へ
ら
れ
る
こ
と
が

一
寺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元
年
知
立
し
た
。

一
に
三
法
あ
る
は
不
蒋
也
。
』
と
あ
る
。

あ
b
、
そ
の
隠
居
料
は
死
後
嗣
子
の
知
行
に
併
す
こ

一

イ
ン
ソ
ウ
ジ

因
宗
寺

刻
同
都
知
本
虻
に
在
つ

一

イ
ン
ネ
ン
ジ

因

念

寺

以
来
抑
宇
削
除
に
在
っ

と
L
綜
に
波
牧
す
る
こ
と
与
が
あ
っ
た
。
隠
居
料
は

一
て
、
環
宗
東
一
献
に
因
す
る
。

一
て
、
認
宗
一
出
涯
に
図
す
る
。

山
蹴
は
以
明
山
。

叉
取
に
料
と
密
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
る
o
こ
れ
は

一

イ
ン
タ
h
y
ジ

因
託
寺

河
貼
榔
外
日
向
に
在
つ

一

イ
ン
ヤ
h
y
ジ
ン
ジ
ヤ

印

鎗
紳
社
鹿
島
郡
七
尾

科
知
の
意
味
で
、
知
行
に
お
す
る
も
の
で
あ
る
。

プ
て、

-SR取
扱
に
臨
す
る
。

一
に
鎮
座
す
る
o
式
内
等
間
四
位
記
に
、
『
印
鈎
紳
祉
O

府

イ
ン
シ
ド
ウ
ケ
ン

隠
之
道
額

曹
洞
宗
の
慣
。

一

イ
ン
デ
ン

因
儒

由
民
言
宗
の
品
川
。
初
め
金
抑
制
H

一
巾
村
銀
座
。
熔
=
印
錦
明
称
。
初出枇
也
。
』
と
あ
旬
、

金
却
の
入
、
疎
開
氏
。

入
歳
京
附
に
入
っ
て
木
下
傾

て
泉
坊
逮
仰
の
知
子
で
、
後
に
小
必
愛
宕
の
義
一
剛
院
に

一
文
熊
脅
名
跡
志
に
は
.4
『
松
尾
山
制
宮
寺
は
、
印
綿
大

陸
に
倍
び
、
十
三
段
郷
に
邸
っ
て
道
心
を
渡
L
、
十

一九仏
し
、
夏
に
河
北
部
供
利
伽
山
酬
の
長
繁
寺
に
移
つ

一
明
榊
と
て
御
品
川
鉢
は
多
門
天
也
。
今
則
一
百
円
止
勝
坊
は

九
円
以
磁
津
田
騨
定
寺
に
且
舟
に
従
ひ
、
後
詰
宿
徳
に
路

一
た
。
元
職
十
年
八
月
朔
日
泌
化
。

一
良
言
宗
の
袈
帯
也
。
』
と
見
え
る
。

申
告

L
、
元
職
九
年
加
賀
の
大
来
に
段
寺
と
な
っ
て
、

一

イ
ン
ト
タ
ジ

因
徳
寺

金
抑
野
間
に
あ
っ
て
、

一

イ
ン
ロ
ウ
イ
シ
印
抽出
石

白
山
御
前
岳
の
南
斜

市
山
に

人
室
面
受

L
、
次
い
で
下
総
京
国
寺
武
厳

mτ
長
宗
京
振
に
臨
す
る
。
寺
犯
に
、
日
昔
の
間
以
一
は
石

一
而
な
る
関
蔵
谷
・苗
生
谷
及
び
四
塚
山
方
而
に
多
〈
、

光
寺
・
奨
お
妙
際
寺
に
住
L
、
享
保
十
四
年
七
且
什

一川
部
四
十
市
山
村
者
相
寺
の
次
男
判
明
泌
で
、
守
地
は
陛

一
向
閃
安
山
岩
の
分
解
L
て
成
っ
た
品
川
閃
石
で
あ
る
。

一
日
瑞
光
寺
に
寂
し
た
o
間
際
六
十
七
o

m
銀
十
怨

士
長
十
二
年
前
倒
利
長
か
ら
賜
は
っ
た
も
と
の
刑
判
制
跡

一
長
さ
二
額
、
幅
一
極
泊
。
形
炊
の
似
た
る
を
円相
て
地

の

者

が

あ

る

。

て

で

あ

る

と

見

え

る

。

一
方
人
は
印
飽
石
と
名
づ
け
る
。

イ
ン
シ
マ
イ
印
紙
米

間
間
宿
に
於
い
て
、
市
民

一

イ
ン
ナ
イ
印
内

熊
鋭
部
叡
油
郷
に
闘
す
る
郎

一

の
似
米
を
供
給
す
る
が
鎚
に
、
給
人
の
汲
行
し
た
部

ご
wm
。

『

米
切
手
を
切
b
代
へ
、
小
師
聞
の
預
券
を
渡
行
し
て
米

一

イ
ン
ナ
イ

印
内

初
咋
消
士
山
町
に
臨
す
る
郡

-

小
回
聞
に
民
出
し
た
も
の
を
い
ふ
。
こ
の
預
鈴
は
、

ご
持
。
熊
啓
司
名
跡
志
に
、
『
印
内
村
・
矢
川
村

柴

山
村

一

米
裁
に
於
け
る
民
間
H
の
目
的
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
も
ご
-
一
令所
は
紙
桜
田
山
な
向
。
』
と
あ
る
。

あ

っ

た

。

一

イ
ン
ナ
イ

院
内

臨
時
制
下
に
邸
す
る
小
子
。

一

イ
ン
シ
ユ
ウ

寅

繍

』

ホ

グ
ガ

Y
イ
y
ジ
ユ

ウ

一

イ
ン
ナ
イ

院
内

臥
富
士
捌
山
川
郷
に
邸
す
る
邸

北
佐
賀
時
間
。

ご

um
。
枝
村
に
桜
山
及
び
町
が
あ
る
。
こ
の
村
は
間
安

イ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
印
勝
寺

鹿
島
郡
小
島
に
在
つ
士
寺
村
の
川
向
か
ひ
で
、
も
と
最
安
寺
の
院
内
で
あ
っ

て
、
日
部
一
宗
に
鴎
す
る
o
山
出
回
は
耐
凶
暴
山
o
寺
記
に
ケ
た
と
い
ふ
。
明
治
八
年
十
月
院
内
・
商
安
寺
・
入，

m

天
文
十
七
年
京
都
本
翻
寺
日
逝
の
草
創
と
す
る
。
ご
=
村
が
、
家
建
耕
地
視
荷
し
て
一
村
の
体
で
あ
る
か

イ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
図
乗
寺

江
沼
郡
庄
に
あ
っ
て
、
・
b
、
合
併

L
て
m
抑
制
帽
と
総
す
る
こ
と
に

L
た。

実
宗
一
出
一
訟
に
臨
し
、
金
地
山
と
蹴
す
る
。
笈
恕
紀
問
一

イ
ン
ナ
イ

院
内

臥
荒
榔
副
大
町
の
内
の
小
守。

に
、
こ
の
村
に
図
東
寺
と
い
ふ
一
向
宗
の
寺
が
あ

一

イ
ン
ナ
イ

院
内

臥
王
制
長
引
の
内
の
小
字
。

留
軍
問
。
上
字
加
川
・下
字
加
川
の
二
時
聞
に
分
か
れ
る
。

今
俗
に
仲
按
・
前
波
と
共
に
諸
備
と
屈
す
る
。
能
登

名
跡
志
に
.
『
古
君
よ
h
五
六
町
浦
併
ひ
に
字
加
川

村
と
て
あ
h
o』
と
視
す
る
。

ウ
カ
ガ
ハ

抑制
グ
川

l
ヤ
マ
タ
ニ
ガ
ハ
山
谷

1
0
 

ウ
カ
ヅ
カ
字
加
国
暗

闘国
土
州
川
上
町
田
町
郷
に
廊
す

る
部
古
川
。
能
菅
名
跡
芯
に
、
『
宇
出
総
よ
h
一
恩
に
字

加
燦
村
あ
句
。
普
天
台
宗
の
大
寺
あ
・
り
て
、
此
の
郷

を
寺
領
せ
し
と
い
ひ
て
萄
跡
あ
わ
。
治
部
一
坊
・
大
磁

妨
な
ど
h

て
、
七
坊
の
跡
あ
ふり
。
綬
尿
・
銭
阿
梅
・銀
守

の
跡
字
加
壕
・
比
丘
寺
-
A

出
家
の
谷
内
耳
ず
の
名
も
、

皆
そ
の
笛
跡
と
い
へ

h
。
』
と
あ
る
。

ウ
カ
ヅ
カ
h
F
ウ
.ケ

字

加

塚
峠

臥
主
制
服
披
か

ら
字
加
援
に
越
え
る
峠
。
日
吉
一
六

O
米。

ウ
カ

J
z
aマ
字

迦
能
美
多
廠

一

加
。
狩
谷

陛
友
一
一
括
。
設
が
同
人
が
本
来
一
日
二
食
な
る
こ
と
を

論
じ
た
も
の
。
和
泉
守
源
三
者
の
序
が
あ
る
。

ウ
カ
ハ

温
河

l
ュ
ウ
セ

y
ジ
稲
泉
寺
。

ウ
カ
ハ

鵜
川

能
美
郡
州
即
時
仙
郷
に
回
す
る
郎
官
一
。

役
古
は
こ
L

に
椅
白
木
寺
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、

後
靴
鵜
川
・
遊
泉
寺
二
部
訴
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ウ
カ
ハ

絹
川

間
接
抑
制
制
川
部
訴
を
統
れ
る
o

mは
仰
大
寺
よ
り
出
で
、
下
は
粉
川
に
古
川
合
ふ
。

ウ
カ
ハ

給
川

臨
京
州
州
諸
儲
郷
に
臨
す
る
都
世
m
。

ウ
オ

l
F
明
治
三
年
飢
蛍
市
中
川
酬
が
引
先
京
倫
取
に

一
承
久
三
年
註
泌
の
能
R
W
凶
旧
鍬
目
録
に
も
鵜
河
村
の

在
留
中
、
金
得
出
耐
の
命
に
よ
っ
て
、
英
人
前
車
教
師

一
名
が
見
え
る
。
熊
耳
有
名
跡
芯
に
は
、
『
家
数
二
百
軒

H
，
テ
ル

・
ウ
オ
l
ド
を
招
聴
す
る
こ
と
を
契
約
L
一
許
、
町
作
の
よ
き
閉
山
也
。
則
町
中
へ
鵜
川
と
い
」
川

た
。
凶
っ
て
ウ
オ
1
ド
は
我
が
邦
に
渡
航
L
た
が
、

一
流
入
句
て
、
往
来
に
長
・
1
Y1

聞
の
続
あ
b
o
此
川

明
治
四
年
三
且
六
日
大
理
寺
に
者
L
て
庖
総
に
催
・
り

一
は
山
田
の
郷
能
村
山
よ
h
疏
れ
て
、拙
憎
ま
で
三
岡
単
位
、

四四
L
た
。
故
三
十
。
滞
乃
ち
同
地
の
郊
外
出
村
山
に

一
舟
出
入
し
て
商
家
狼
附
あ
ふ
り
。
繁
昌
な
る
時
間
也
。
ィ

伴
内
、
七
且
仰
青
建
て
ι
る
そ
の
暁
吟
杷
l
た。

一
村
役
あ
向
。
多
川
氏
あ
h
し
が
、
今
中
絶
し
て
北
村

ウ
カ
ガ
ハ
字
加
川

里
郡
結
締
郷
に
臨
す
る

一
氏
勤
役
せ
句
。
日
比
氏
に
反
拙
川
の
-t
刊
誌
あ
向
。
鍛

イ
ン
l

ウ
カ

ウ

六
七


